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各位 
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営業外収益の追加計上、特別利益及び特別損失の計上、 

並びに通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2023年３月期連結会計年度（以下「当連結会計年度」）において、以下のとおり営

業外収益を追加計上し、特別利益及び特別損失を計上すること、並びに当社における最近の業

績の動向等を踏まえ、2022年11月11日付「連結業績予想の修正に関するお知らせ」において公

表した当連結会計年度の通期業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外収益（新型コロナウイルス関連給付金収入及び作業くず売却益）の追加計上 

今般の新型コロナウイルス感染拡大により当社売上にも大きな影響が出ており、下記給

付金の申請を行いましたので、当該金額を助成金収入として営業外収益に計上する見込み

です。 

 

雇用調整助成金（国） 12月度分 869千円 

 １月度分 513千円 

 ２月度分 424千円 

 ３月度分 518千円 

 計 2,324千円 

    

また、当社及び当社連結子会社において、主要事業である歯科技工事業により発生した

金属くずの売却収入計3,646千円を、作業くず売却益として営業外収益に追加計上するこ

ととなりました。 

これらの結果、2022年12月28日付「営業外収益の追加計上に関するお知らせ」において

公表した営業外収益12,443千円と合わせて、計18,414千円を当連結会計年度において営業

外収益に計上する見込みとなりました。 

 

２．特別利益（子会社株式売却益）及び特別損失（貸倒引当金繰入額）の計上 

   当社は、2022年12月16日付「連結子会社の異動を伴う株式譲渡に関するお知らせ」にて公

表したとおり、2022年12月28日をもって連結子会社であったCebu Dentas International,Inc.

の株式を譲渡し、連結の範囲から除外しております。 

 これに伴い、当連結会計年度において、子会社株式売却益として特別利益107,654千円及

び同社への債権に対する貸倒引当金繰入額として特別損失107,158千円を計上することとな

りました。 
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３．連結業績予想の修正について 

 (1)当期の連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

  

売 上 高 

 

営 業 利 益 

 

経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（ Ａ ） 
百万円 

1,239 

百万円 

△28 

百万円 

△28 

百万円 

△28 

円銭 

△69.47 

今回修正予想（ Ｂ ） 897 △44 △25 △27 △66.70 

増 減 額（ Ｂ － Ａ ） △341 △15 2 1  

増  減 率（ ％ ） △27.6 ― ― ― 
 

（参考）前期連結実績 

（2022年３月期） 
696 △55 △47 △25 △63.40 

 

(2)業績予想修正の理由 

   当社の既存事業である歯科技工事業においては、依然新型コロナウイルス感染症による歯

科クリニックの患者数減少により、歯科技工所である一部取引先からの受注減の影響が出て

おります。 

また、前事業年度から連結対象となっているイオン歯ブラシを製造販売するアイオニック

株式会社についても、海外からの旅行者の増加により直近の販売は回復傾向にあるものの、

コロナ禍において減少したインバウンド需要の回復までには至っておりません。 

さらに当社においては、新たな収益源を獲得すべく歯科関連ビジネスの創出に努めてまい

りましたが、これらについても未だ収益化には至っておりません。 

これらの結果、売上においては子会社化したアイオニック株式会社の売上が加わり前期に

比べて29.0％増加したものの、上記売上の減少により前回予想から27.6％減の897百万円と

なる見込みです。 

 営業利益については、販売費及び一般管理費の減少があったものの、上記売上減少による

利益減少の結果、前回予想から15百万円の減少となり営業損失44百万円となる見込みです。 

   経常利益については、営業外収益に計上した助成金収入及び作業くず売却益等が寄与し、

前回予想から2百万円損失減少となる、経常損失25百万円となる見込みです。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、上記「２．特別利益（子会社株式売却

益）及び特別損失（貸倒引当金繰入額）の計上」があるものの、上記経常利益から大きな

変動は無く、前回予想から1百万円の損失減少となる、親会社株主に帰属する当期純損失27

百万円となる見込みです。 

 

（注）上記の予想は、現時点で当社が入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因により見通しと異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


